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■オーストリア・ウィーン　ベルヴェデーレ宮殿
・もともとハプスブルク家に仕えたプリンツ・オイゲンが、当時の代表的な建築家であるヨハン・ルーカス・フォン・ヒルデブラ
ントに、夏の離宮として造らせたものである。1714から1716年にかけて下宮（Unteres Belvedere）、1720から1723年にかけ
て上宮（Oberes Belvedere）が建設された。プリンツ・オイゲンの死後1752年に、ハプスブルク家のマリア・テレジアに売却
された。現在はオーストリア絵画館になっている。オーストリアで2番目に大きな美術館である。
オーストリアの20セントユーロ硬貨の裏面には、門越しに見た宮殿が彫られている。また、この宮殿の構内に作曲家ブルッ
クナーが晩年を過ごした邸宅がある。

■オーストリア・ウィーン
・ウィーンは、そもそもの成り立ちが2つの道が交差するところに生まれた町であった。ドナウ川に沿ってヨーロッパを東西
に横切る道と、バルト海とイタリアを結ぶ南北の道（「琥珀街道」）である。そこはゲルマン系、スラヴ系、マジャール系、ラ
テン系のそれぞれの居住域の接点にあたり、歴史的にみても、上述のように、紀元前5世紀以降ケルト人の居住する小村
であったところにローマ帝国の北の拠点が建設されたのが起源であった。オスマン帝国の隆盛時にはヨーロッパからみて
アジアへの入り口にもあたっており、伝統的にも多彩な民族性を集約する都市として栄えた。


